
本文と合わない文をえらぼう
小6／本文を読んで、本文の内容と合わない文を1つえらびましょう

なまえ

ひづけ

いちごドリル プリント

1　一冊の本を よんで、本文と合わない文を1つえらびましょう。

筆者は中学生のとき、図書館で南極観測隊員の日記を読み、寒さの中で協力し合う姿に心を打たれました。その
本がきっかけで、大学では気象を学びました。今は、読書は知らない世界への入り口だと考えています。

1 本がきっかけで筆者は気象を学んだ。

2 筆者は読書を知らない世界への入り口と考える。

3 筆者がその本を読んだのは小学生のときだった。

4 筆者は南極観測隊員の日記を読んだ。

2　夕焼けの問いを よんで、本文と合わない文を1つえらびましょう。

ある研究者は、子どものころに「なぜ夕焼けは赤いのか」と父にたずねましたが、答えはもらえませんでした。
その問いを持ち続け、大人になって光の研究者になりました。筆者は、すぐに答えが出ない問いこそ大切にした
いと述べています。

1 研究者は子どものころその問いを母にたずねた。

2 研究者は大人になって光を研究した。

3 研究者の問いは夕焼けの色についてだった。

4 筆者は答えがすぐ出ない問いを大切にしたいと言う。

3　地域のそうじ活動を よんで、本文と合わない文を1つえらびましょう。

地域のそうじ活動に、昨年は30人が参加しました。今年は小学生が呼びかけのポスターを作ったところ、参加者
は75人に増えました。集めたごみの量も、昨年の約2倍になりました。

1 昨年の参加者は30人。

2 今年の参加者は昨年の3倍になった。

3 呼びかけのポスターを作ったのは小学生。

4 集めたごみの量も昨年より増えた。



本文と合わない文をえらぼう【こたえ】
小6／本文を読んで、本文の内容と合わない文を1つえらびましょう

なまえ

ひづけ

いちごドリル プリント

答えと、たしかめるところ

1　答え：3
本を読んだのは中学生のときです。「小学生のとき」が本文と合いません。

2　答え：1
研究者がたずねた相手は父です。「母」が本文と合いません。

3　答え：2
30人から75人なので2.5倍です。「3倍」が本文と合いません。

読み取るコツ
だれが・いつ・何を・どれだけを、本文と1つずつ照らします。
自然に読める文でも、本文と食いちがえば「合わない文」です。


